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新年を迎えて        院長 今井庸子 

令和 2年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。 

令和元年度は、前年度にも増して自然災害の多い年でした。幸いなことに、当院の子ども達と職員に大

きな被害はありませんでしたが、災害の恐ろしさと自然の驚異を痛感し、防災意識がより高まった１年で

した。当職員の 9割は電車通勤者です。首都圏を直撃した２つの台風（15号と 19号）時には、交通機

関の計画運休で出勤・退勤がままならない状況となりましたが、延べ 40 人の職員が当院に宿泊して勤

務を継続し、数名は自主的に出勤してくれました。職員の多くが子ども達の生活を第一に考えて対応して

くれたことを、心から誇りに思います。 

今後も私達はこの自然災害に対応していかなければいけません。ONE TEAM で、前向きに対応して

いく『チーム力』を育てていくことが今年の目標です。その力をまずは子ども達に、次は地域の皆さんへ、

赤十字精神とともにお届けできるようにしていきます。そして子ども達の笑顔がさらに増える様にして

いきたいと思います。 

最後に、当院の事業は職員だけでは成り立ちません。関係機関、ボランティアの皆さん、様々な方々の

支えがあってこそです。どうぞ皆さま、本年もよろしくお願い致します。 

 

 

2020 年 初詣          保育士 徳田 

1月６日、乳児院近くの氷川神社へ初詣に出掛けました。行きと帰りはバスに乗り、外を見たり、降

りる時のボタンを押したり、乗り物も楽しみました。神社では「今年も元気で、たくさん遊べますよう

に」と手を合わせて神様にお願いをし、おみくじを引きました。 

帰りは日赤通り商店街でお買い物！お店では、好きなお菓子を手に取り、店員

さんに渡していました。大事に持って歩いている姿が、とても可愛かったです。 

短いひと時でしたが、お正月の気分を味わうことができました。 

理念 

私たちは、「人道・博愛」の赤十字精神を行動の原

点として、子どもの最善の利益を守り、心身ともに健

やかに成長できる保育看護を提供します。 
私たちは、家族に寄り添い、地域との連携をはかり、

親子関係の構築を支援します。 
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クリスマス会       保育士 鈴木 

12月 17日の午後、クリスマスの装飾で埋め尽くされた、にぎ

やかな雰囲気のプレイルームに集合！プログラムに沿って次々と、

可愛らしい衣装を着けた子ども達が登場します。 

乳児部は“おすしすしすし”の曲に合わせて、マグロ・タコ・ウ

ニ・イクラ・イワシ・エビ・サーモン・玉子・太巻き・ガリに変装

した子ども達と寿司屋の大将が踊ります。ぞう室は“ジングルベル”に合わせて、小人に扮した子ども

達が鈴を鳴らします。きりん室は、サンタクロースの衣装のお兄ちゃんと、天使の衣装の子ども達が

“しあわせ”を運んでくれました。らいおん室は世界各国の衣装を身にまとって登場し“小さな世界”

を披露しました。ぱんだ室は感染症の為、残念ながら不参加でしたが、お部屋で

“ぱんだのパン屋さん”をして楽しいひと時を過ごしました。 

みんな、緊張しながらも頑張り、楽しめたようです。最後にツリーに飾られたお

菓子を食べて、楽しいクリスマス会は終了しました。 

 

散髪ボランティア        保育士 山田 

長年にわたり、２ヶ月に一度、来院して下さっています。子ども達や職員の要望を聞き、またアドバ

イスもして頂きながら、可愛く、かっこ良くカットして下さいます。子ども達も嬉しそうです。「可愛

くしようね」「もう少しで終わるからね」と優しい言葉に、子ども達も安心してカットが終わるのを待

つことができます。中には緊張して泣き出す子もいますが、鮮やかな手さばきで、あっという間に終わ

ります。毎回、感謝の気持ちでいっぱいです。いつも、本当にありがとうございます！ 

                 手洗いが大切です！         看護師 樫木 

気温が低く、空気が乾燥している冬は、風邪やインフルエンザ・RSウィルス・ノロウィルスなどの

感染症が特に流行しやすくなります。自分がかからない様に、そして周囲の人にうつさないように、感

染予防として一番重要なのは、手洗いです。多くの感染症は手に付いた細菌やウィルスが、ドアノブや

エレベータのボタン、電車のつり革などに付着し、それらに触れた手を介して鼻や

口から体内に入っていきます。見た目が汚れていなくても、石鹸と流水できれいに

洗い流す習慣をつけることが大切です。手洗いが不十分になりやすい指の間・爪の

先・手首を意識して、15秒以上かけて洗うと効果的です。 

乳児院では職員と一緒に、子ども達にも手洗いの習慣を促しています。又、子ども達を感染から守る

ため、ご面会の皆様にも手洗いをお願いしています。ご理解、ご協力の程、よろしくお願い致します。 

編集後記 

今年も元気いっぱいの子ども達と共に、ONE TEAMとなるよう 

頑張って行きたいと思います。どうぞよろしくお願い致します。  


